
北陸地域において、自分達の暮らしや社会がどのように便利で革新的なものになるか、G

空間情報（地理空間情報）とＩＣＴ（情報通信技術）を活用したユニークで夢のあるアイ

デアを北陸３県（富山、石川、福井）の学生の皆さんから広く募集します。

入賞

◆部門Ⅰ：「元気な経済／便利な暮らし賞」部門
テーマ：北陸地域の経済を元気したり、便利な暮らしを実現するアイデア

◆部門Ⅱ：「安心安全な社会賞」部門
テーマ：北陸地域の企業、行政、市民等が助け合いながら安心安全な社会を

実現するアイデア
◆部門Ⅲ：「活力ある地域賞」部門

テーマ：北陸地域の人、経済、資源等が有機的に結びつき、高齢者等に
やさしい社会や地場産業の活性に貢献するアイデア

募集期間
平成２６年８月１２日（火）～１０月１０日（金）

募集部門とテーマ

◆各部門別において、2件程度を入賞提案とする。（合計６件）
◆入賞提案のうち、Ｇ空間×ICTグランプリ（１件）、北陸総合通信局長賞（１件）を決定
◆授賞

グランプリ 賞状及び日本科学未来館の入場料相当と新幹線往復（金沢－東京）チケット相当の
ペア旅行券、協賛企業の副賞（ネットワークカメラ、イメージスキャナ）

局長賞 賞状及び図書券（１万円分）
各部門入賞 賞状及び図書券（５千円分）

募集対象者

主催：総務省北陸総合通信局、北陸情報通信協議会G空間×ＩＣＴ街づくり推進部会
協賛：株式会社アイ・オー・データ機器、株式会社ＰＦＵ
後援：地理空間情報の活用推進に関する北陸地方産学官連絡会議

一般社団法人石川県情報システム工業会、国の関係機関（調整中）

「Ｇ空間情報（地理空間情報＝Geotechnology）」とは、位置や場
所に関連づけられている情報のこと。

例えば、人・車がどこにいるか、災害や事故がどこで起こってい
るかという情報のこと。

これまではＧ空間情報は大量に生成されているが、多くは十分
に利用できていなかった。

これからはＧ空間情報の高度な利活用を進め、便利な暮らしや
日本の成長につなげることが重要である。

準天頂衛星「みちびき」はＧＰＳより

も高精度な測位が可能となります

G空間活用で防災の更なる
強化が期待できます。

①北陸３県の大学（短期大学、大学院、専門学校を含む）に在籍する学生又はそれらを含むグループ
②北陸３県以外の大学（短期大学、大学院、専門学校を含む）に在籍する学生であって、北陸３県の

出身者又はそれらを含むグループ

G空間活用で効率的な土地
利用が期待できます。

Ｇ空間情報とは !?

イノベーションを起こす人工衛星

Ｇ空間 × ICT

北陸まちづくりトライアルコンクール
アイデア募集！

Ｇ空間 × ICT

北陸まちづくりトライアルコンクール
アイデア募集！

タイムズ

北陸のまちづくりは
君たちの手で！ スマートホン普及で世界の

情報が集まりＧＰＳ機能に
よりビッグデータへの応用
が期待できます。



お問い合わせ：G空間×ＩＣＴ街づくり推進部会事務局
総務省 北陸総合通信局 情報通信振興室
〒920-8795 石川県金沢市広坂２－２－６０
（０７６）２３３－４４３１
E-mail：hokuriku-shinkou@soumu.go.jp 

留意点・参考

○応募資格等への違反または虚偽の事実があった場合には失格といたします。
○応募提案（最終審査のプレゼン資料を含む）の著作権等の知的財産権は当該提案の応募者に帰属しますが、応募者

は主催者が本コンクール及びこれに関連する取組に関するものに限り、今後、当該応募提案を国内外で使用する権
利を許諾するものとします。

○著作権、肖像権、プライバシー等第三者の権利を侵害しないように、必要な許諾を得た上で、応募して下さい。
応募した提案に含まれる内容及びその利⽤に関して、問題、トラブルが⽣じた場合は、その責任は全て応募者が
負うものとし、主催者は⼀切の責任を負わないものとします。未成年者の場合は親の承諾を得ること。

○一次審査を含め、選考経過等に関するお問い合わせには応じられません。
○応募により入手した個人情報については、本コンクール以外の目的には使用しません。

ただし、一次審査を通過した入賞提案（部門賞）並びにＧ空間×ＩＣＴグランプリ及び北陸総合通信局長賞について
は、提案者の氏名、学校、学年（グループの場合はグループ名と代表者及び参加者全員の氏名、学校名、学年）、提
案名及び提案概要を報道機関等に公表いたしますので、予めご了承下さい。

○最終審査（公開プレゼンテーション）の模様（映像・写真）を北陸総合通信局や北陸情報通信協議会等に掲載いた
しますので、予めご了承下さい。

応募についての要綱や詳細は、こちらのＵＲＬを参照ください。
http://www.hokurikutelecom.jp/gkuukan2014contest.html

G空間×ICTに関する参考資料は、以下のＵＲＬを参照ください。
総務省の「G空間×ICT推進会議」関係
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/kenkyu/gkukan-ict_suishin/
G空間×ICT推進会議報告書の概要
http://www.soumu.go.jp/main_content/000235207.pdf

■スケジュール

■審査

ビビットくん

(1) エントリーシート（様式１）及びイメージ図（様式２）の提出 10月10日（金）必着
(2) 一次審査期間 10月14日（火）～10月27日（月）
(3) 入賞提案ブラッシュアップ期間 10月28日（火）～11月25日（火）
(4) 最終審査用資料提出 11月27日（木）
(5) 最終審査（公開プレゼンテーション） 12月 6日（土）

■一次審査
審査員による書面審査により、入賞6点を選出
審査基準

地域性、新規性・独創性、整合性、適合性、実現性の観点から審査
■最終審査

一次審査で選出された入賞提案は、最終審査に向けたブラッシュアップ後、
公開プレゼンテーションを行い、審査員による総合判定により、Ｇ空間×ＩＣＴグラン
プリと北陸総合通信局長賞を決定。

■審査員
総務省北陸総合通信局長、北陸情報通信協議会G空間×ＩＣＴ街づくり推進部会の部会

長及び副部会長、同部会トライアルコンクールＷＧ主査

◆G空間×ＩＣＴ街づくり推進部会が企画する１２月６日のセミナーでプレゼン＆表彰
◆北陸情報通信協議会会報誌やＨＰへの掲載
◆北陸総合通信局のプレス発表＆ＨＰへの掲載、政策広報番組ＩＣＴチャンネルで放映予定
◆優秀な提案の提案者と地方公共団体・企業との間でマッチング

■入賞提案のＰＲ

貴重な文化財をG空間活用に
よる保護や観光資源に！

駅などをG空間活用による新
しい交流拠点に！

豊かな自然をG空間活用によ
る保全や資源開発に！

北陸での様々なアイデアを次
の例のように求めます。

G空間活用でカーナビの高
度化が期待できます。


